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リとプロッタ療法かこて加療中である廿

望症例の経過と治療上の問題点をこついて賢反省を含め

て考察し紅
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硬膜外脊髄通電療法をご柵よ-つて慢性療病が寛解したとい
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除痛できたが頭部だrTをこより小脳禰角部に経癌が発見
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三党神経痛様の痛みを示す疾患は数多くありサ鑑別診

が容易であるといわれていたが,本症例のようをこ,厳激

寒おぼ厩覚していないことが多く,またまったく神経症
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